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ヘ ン リー ・ジェ イ ムズ の観 相 学
一 『ア メ リカ人 』 の顔 を読 む 一
高橋 信隆
序論
ヘ ンリー ・ジェイ ムズの小説 『アメ リカ人』(1877)は、登場人物 の顔 を詳
細 に描 く。顔 の特 徴に注 目す ることによって、 その人物 の性格 や職業や運命
などを読み取 る術、 すなわち、 観相 学への関心 を抑 え ることが できない と言
わん ばか りに、語 り手 は、次 のよ うに意見 を物 語の中 に介入 させ る 一 「[ク
リス トファー ・]ニ ューマ ンが観相学者(physiognomist)ではなか った こと
は残念だ。 とい うの も、パ リの人 々の顔 の大半 は、不 ぞろいに愛想が よ く、
表情豊か で、示唆 に富 んで いたか らで ある」(188)。また、 ジェイムズ 自身
と思われ る語 り手、「私」 は、「ニューマ ンが トリス トラムの顔 につ いて どの
ように思 ったのか は分 か らない」(26)とい う私見 を告 白す る。
興味深 いこ とに、 ジェイムズ 自身、 この小説 を執筆す る数年 前か ら性格 を
表わす もの と して の顔 に こだわ り始 めていた。彼 は、心理 学者 の兄、 ウィ リ
アム ・ジェイ ムズに宛 て て書 か れた手 紙 の中で、 「人 々の顔 っ き(physiog-
nomy)や風習 に対す る私 のわ び しい気持 ち」(TheCorrespondenceofWilZia〃1
James240)と記 している し、母 親への手紙 の中で 「私 たち アメ リカ人 の声 や
話 し方、そ して顔 つ き(physiognomy)の不幸な る貧弱 さ」(October13,1869)
を嘆 いて もい る。 そ して、1875年には、兄 ウィ リアムが、医学 者ニ コラス ・
モーガ ンの 『頭蓋骨 と脳』 という研究書 の書評 の中で、 「頭部 の解釈 は、か
な り しっか りと した、 そ して 有益 な学 問 に結 びつ くで あ ろ う」(William
James308)と記 し、 人間 の顔 の研究 に興 味を示 した。 ヘ ンリー ・ジェイム
ズは、 ウ ィリアムと頻 繁 に文通 して いたのであ るか ら、 ウィリアムのこの書
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評 を読 んで いた可能性 は高 いと言 え るだろ う。 その うえ、1870年か ら1875
年の間 に、 ヘ ンリー ・ジェイムズは、観相学 の創始者 ジョン ・キ ャスJ¥°一 ・
ラヴ ァー ター(1741-1801)の観相学理論 に影響 を受 け た(Waltersl82)彫刻
家 ウ ィリアム ・ウェ ッ トモア ・ス トー リー(1819-95)のア トリエを度 々訪問
して いた ので あ り、 この彫 刻家の著書 『人体 の比率 一 実用的 な使用 のため
の新 しい規準 に応 じて』(1866)をも愛読 して いた一'「My[James's]discrimina-
tionattachesbettertohis[Story's]Studyof'TheProportionsoftheHuman
Figure'._"(Willia〃sWetmoreStoryandHis、Friends322)。ジェイ ムズ は、
ス トー リーを通 して、観相学 の知識 を獲得 して いたにちが いない。
ラ ヴァーターの観相 学 の影 響力 は、19世紀 に入 って か らも衰 える こ とは
なか った。 アメ リカや ヨー ロッパ諸国(特 にフラ ンスとイギ リス)1では、 ラ
ヴァーターの著作 の翻訳書が何度 も版 を重ね、彼 の観相学 を参考 に して、雇
匠用者が使用人 の採用を考え る こと もあった らしい(谷 内 田62)。ジェイムズ
は、 『アメ リカ人』を執筆 していた当時、パ リに滞在 して いたが、 フラ ンス
語が堪能 であ った彼 は、 ラヴ ァーターのフラ ンス語訳 を読む ことがで きたで
あ ろ う。 また、 ジェイムズが愛読 していたオノ レ ・ド・バル ザ ック2は、『絶
対の探求 』(1834)という小説 を書 いたが、 この小 説の 中に、私 たち は、 ラ
ヴァーターへ の言及を見っ ける ことがで きる一"Lavaterwouldcertainlyhave
studiedthenoblehead,...."(Balzac21)。上述 の ことか ら、 ジェイ ムズが
観相学か ら知識を吸収す る ことがで きる機会 に恵 まれて いたと言 うことがで
きる。
ジェイムズの小説 『アメ リカ人』 は、人相 を問題 に して いる作品で ある。
なぜ、 ジェイ ムズのこの小説 は、人相 にこだわ って いるので あろうか。 この
小説の先行研究 と して は、マーク ・セル ツァーが、社会 的事象 の外見 と内実、
表 と裏 とを完全 に対応 させ たいとい う強迫観念 に取 り付かれ たニューマ ンに
着 目 し(Seltzerl48-49)、社会 観相学 の立場 か ら議論 を構築 して いる。 しか
し、本 論で は、19世紀後 半 に観相 学 に熱 中 した医学者 ・人 類学者 の思想 の
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コンテクス トとの関係 において、先の問いにつ いて の考察 を深 めて いきたい。
1.ニ ュー マ ンの顔を読む
革製 品の事業 によ って莫大 な富を築 いた、 アメ リカ人実業家 ニューマ ンが
パ リのルー ヴル美術館 にいる場面か ら、 この小説 は始 まる。気温が高 いのと
歩 き回 って い たの とで、彼 は、 ハ ンカチで汗 を拭 うが、 「筋骨 た くま しい」
(17)体格 の彼 は、 「疲 れ を知 らな い」(17)とか 「活力」(17)とか 「丈夫」
(17)など と形容 され る。絵画作 品 よ りもむ しろ、 フランス人 の若 い女性た
ちが模写 して いる絵 を眺めて いるときの彼 の顔 は、 まず、 「彼 が抜 け目のな
い、有 能な人 間で あったということを充分 に示 していた ことであろ う」(17)
とい う様 に紹介 される。 これは、ニ ューマ ンの顔 とい う外見か ら推測 された、
印象 に基づ く描写 であ るが、語 り手 は、 このよ うに観察 されたニューマ ンの
内面 一 生 活状態 一 を も次の ように抉 り出す 一 「実 際、彼 は高 く積み重 なっ
てい る計算書 の束 を見 なが ら、一晩中、起 きる ことがよ くあ った。 そ して、
あ くびもせず に、 鶏が鳴 くのを聞いて いたのだ」(17)。徹夜で計算書 の処理
に取 り組む、 エネルギ ッシュな ビジネスマ ンとしてのニューマ ンの様子 を、
語 り手 は、 ニ ューマ ンの顔 か ら読み取 っているのであ る。
この小説 の語 り手 は、 さ らに、読者 の注意 をニューマ ンの目に向 けさせ よ
うと して いる。
It was our friend's [Newman's] eye that chiefly told his story; an eye in 
which innocence and experience were singularly  blended.  . . Frigid and yet 
friendly, frank yet cautious, shrewd yet credulous, positive yet skeptical, 
confident yet shy, extremely intelligent and extremely good-humoured, 
there was something vaguely defiant in its concessions, and something pro-
foundly reassuring in its reserve. (18-19)
この ように解読 を迫 られたニ ューマ ンの 目は、彼 の性格 を物語 る。 目か ら読
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み取 る ことがで きる情報 としての彼 の性格 は、単純(=無 垢)と 抜 け 目の な
さ(=経 験)と に大別 され る。 リー ・クラーク ・ミッチェルは、 この小説全
体 にわたって、二項対立 の構 造が見 られ ると指摘 したが(Mitchell1-16)、本
論で は、 ニューマ ンの目の描写 か ら読み取 ることがで きる彼の気質 にっ いて
の二項対立に触れてみ よ う。 た しか に、 ニューマ ンは、 フラ ンス上流社交界
の慣 習に無知 であ り、 ヨー ロッパ美術 への造詣 も浅 い、 「未 発達 な目利 き」
(18)である とい う点 で、 無垢 な人物 で はある。 しか し、彼 の性格形成 に貢
献 して きた もの は何 なのかを考え るときに、 実業 家 と しての彼 の経歴 を踏 ま
えてお く必要 があ る。 というの も、彼 は、人生 の大半 を ビジネスの世界 で過
ごして きたか らであ る。 ニ ュー ヨー クの ウォール街 で株取 引に携 わ っていた
彼は、お金 を稼 ぐことだ けが人生 の 目的であ った。 そのよ うな功利主義 的な
生 き方か ら脱却 したい衝動 に駆 り立て られて、彼 は、パ リを訪れた。 しか し、
パ リにおいて も、 ビジネスの世界 の中で染 み付 いた功利主義的 な思想か ら、
彼 は脱却す る ことがで きていない。彼 は、名門貴族 の娘 ク レール ・ド ・サ ン
トレと結婚 したいと思 うのだが、結婚 の許可 を得 るために彼女 の母親 に対 し
て自分の財産 の額 をほのめかす。 また、彼女 の母親 ベルガル ド夫人 は過 去 に
夫 を殺害 した ことが あるのだが、 その犯罪を知 ったニューマンは、ベル ガル
ド夫人を脅迫 す る。破談 にされ たク レール との婚約を修復 す るために。
このよ うな ニ ューマ ンの 「抜 け目のない」("shrewd")、打算的 な振 る舞 い
にっ いての描 写 は、観相学か らの影響を受 けてい る。 この小説 の冒頭 の部分
で、彼 の頭部 は、"He[Newman]hadaverywell-formedhead,withashapely,
symmetricalbalanceofthefrontalandtheoccipitaldevelopment"(18)とし
て描かれて い る。C.H.バロウズは、 『骨相学 的描 写』(1870)の中で、 前頭
部に は、 計算 能力が存在 してい ると記 した(qtd.inWalters185)。フラ ンス
の医学者 、G.B.デュシェヌ ・ド・ブローニ ュは、電気刺激 によ って、額 に
注意力 と内省 の存 在を確認 した(Ducheme45)。アメ リカの観相学者、 ネル
ソン ・サイザ ーとH.S.ドレイ トンも、前頭部 には理性 と認知 力が内在 して
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いると確信 していた(SizerandDrayton54)。ニューマ ンは、実業家 として、
「統計学 を好 み」、「どのよ うな税金 が支払われたのか、 どの ような利益があ っ
たのか、 そ れに どの よ うな商業 の考えが普及 して いるのかを知 る」(55)こ
とによって 、満足感 を得 ていた。彼 の頭部 に見 られ る前頭部の発達 は、 ビジ
ネスの世 界 に彼が長 年、属 して いたためか も しれ ない。19世 紀の観相学 で
は、社会環 境が人間 の顔 や身体 に何 らか の刻印を与え る、 と考え られて もい
たか らだ(Tytler232)。19世紀 の名高 い司法写真家 アルフォ ンス ・ベルテ ィ
ヨンも、「職業 は必ず手 になん らか のスティグマを残す」(多木218)と考え、
「職 業 とい う社会性 を、生理 学的 な視覚的特徴 に結 びつ けるカ タログをっ く
る こと」(多 木218)を重 視 した。 チ ャールズ ・ダー ウィンも、「日々従事 し
て い る職 業 に よ って 、 身 体 の様 々 な部 分 の比 率 が 変 わ って くる」(The
z)escentofMan,SelectioninRelationto3α18)と考 えて いた。 計算 と利
益 の獲得、これがニューマ ンの 「実際家」(55)としての根元 的な要素である。
頭蓋骨 を読 み解 く学問 は、 「人間の社会 における位 置を説明す るための合理
主義 的な方 法」(Wrobell24)と見な され るよ うに もな っていた。
II.悪党の顔
ここで、 犯罪者 の顔 の分類 に取 り組 んで いた、19世紀後 半の医学者 ・人
類学者 の言説を見てお くことに しよ う。イギ リスのハ ヴェロック ・エ リスは、
『犯罪者』(1892)の中 の 「刑事観相学」 と題 され た章 の中で、 「美 しい顔 は、
犯 罪者 た ちのなか には滅多 に見っ か らなか った」(Ellis80)と記 し、 「陰 険
な、残忍 な目配せ」(Ellis82)や「上顎 の突 出」(Ellis79)などを、犯罪者 の
顔の特徴 と して指摘 してい る。 イギ リスのフランシス ・ゴル トンは、凶悪 な
犯罪者 の写真 を集 め、彼 らの顔 に共通す る特徴 にっ いて、 「未開人 のよ うな
顔」("GenericImages"162)とい う類 型 を導 き出 した。 様々 な顔 の特徴 を集
めて、一 っの特 徴を抽 出することを、観相学は、目的 と している(Hartley37)。
イ タ リアのチ ェーザ レ ・ロ ンブ ローゾは、「あま りに も大 きす ぎる上 顎骨 」
106 ヘ ン リー ・ジ ェ イ ム ズ の観 相 学 一 『ア メ リカ人 』 の 顔 を 読 む 一
や 「大 きくて突起 した頬骨 」や 「鼻 の骨 の異様 な形」(Crime:Its(;ausesand
Re〃zedies371)などが、 犯罪者 の顔 の特徴で ある と判断 し、 そのよ うな異 貌
は、 「生肉 を引 き裂 き、 むさぼ り食 う肉食動物 や野蛮人 に共通 の ものであ る」
(CriminalMan7)と指摘 した。
しか し、夫 を殺 害 したベルガル ド夫人 と、彼女 の犯 罪を黙 認 して きたユル
バ ンー ク レールの兄一 の顔 は、 犯罪人類 学者 ・医学者 たちが割 り出 したその
よ うな犯罪者 の異貌3と は違 って、端正 である。 ベル ガル ド夫人の顔 は、
He [Newman] received a rapid impression of a white, delicate, aged face, 
with a high forehead, a small mouth, and a pair of cold blue eyes which 
had kept much of the freshness of youth. (119)
と描写 されて いる。 ニューマ ンの印象 によれば、 ク レール の 「額 と鼻 の高貴
な端麗 さ」(120)は、 ベルガル ド夫人か らの 「遺伝 による」(120)ものであ
る。ニ ューマ ンが ベルガル ド夫人 に対 して抱 いた、 このような印象 に関す る
限 り、 彼女 は優美で、上品 な老貴婦人で ある。 ロ ンブローゾとウ ィリァム ・
フェ レー ロの 『女性犯罪者』(1895)によれば、女性犯罪者 の容貌 の特 徴 は、
「顔 の不均斉 に加 え て」、 「狂 気 じみた 目」(TheFe〃zale()ffender100)であ
る と定義 されて いるが、 ロ ンブローゾの その ような定義 は、ベルガル ド夫人
の容貌 には当て はま らない。で は、他方、ユルバ ンの顔 は、 どのよ うに見 ら
れているのか。
With his long lean face, his high-bridged nose, and his small opaque yes, 
he  [Urbain] looked much like an Englishman. His whiskers were fair and 
glossy, and he had a large dimple, of unmistakable British origin, in the 
middle of his handsome chin. (123)
ユ ルバ ンもまた、犯 罪者 の容 貌 とは程遠 い顔 つきであ り、 ニューマ ンの目に
もユルバ ンは、 ここでは、 イギ リス紳士 のよ うに しか見 えない。形 の良 くな
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い 「顎」 につ いては、観相学 の鼻祖 ラ ヴ ァー ターが、"AIong,broad,thick
chin‐1[Lavater]speakofthebonychin‐isonlyfoundinrude,harsh,proud,
andviolentpersons"(Lavater477)と考 えて いた。 ラヴ ァー ターの この見解
に照 らして みて も、 ユルバ ンの顔 は、悪徳 を隠 すための優 れた仮面であ る。
私たちが確認 したベルガル ド親子 の顔 っ きは、犯罪者 と して の過去を他者
の視線 か ら覆 い隠すためのカム フラー ジュなのだ。 ニ ューマ ンは、 ベル ガル
ド夫人 の顔 を見 てい るときに、 「彼女 の実 態をっか む ことが容易 で はな いと
感 じた」(120)ことがあるのであるか ら。
ジェイ ムズ作 品にお いて描 かれる悪意 のあ る人物 の顔は、悪人 の類型 を顔
の特徴か ら明 らかに した医学者 ・人類学者 の観相 学理 論を覆す顔 である。先
に引用 した医学者 ・人類学者 による悪人 の顔 の定 義か ら、私 たちは、悪人 の
顔 の共通項 が醜 さで あるとい うことを確認 した。 しか し、 ジェイムズ作 品に
おける悪意 のある人 物の顔 は、美 しい。「ある婦人 の肖像』(1881)に登場 す
る、妻 イザベルを精 神的 に抑圧 す るギルバ ー ト ・オズ モン ドの 「優 しく魅力
のあ る髪 の毛」、 そ して 「粗野 にな らずにふ っ くらと した、色っや の良 い顔
色」(ThePortraitofaLady224)は、彼女 を魅 了 していた。『鳩 の翼 』(1902)
においては、不治の病 に冒 された、富豪 の アメ リカ人女性 ミリー ・シールの
遺産 をだま し取 ろうと画策す る悪女 ケイ ト ・クロイの顔 もまた、悪人にふ さ
わ しくない、美 しい顔 であ り、 ケイ トの顔 は次の よ うに描写 され る一 「彼
女 は美 しか ったが、 その美 しさの程度 は、装飾品 によ って維持 されてはいな
か った」(TheWingsoftheDove22)と。っ ま り、 ケイ トの顔 は、 「装飾品」
の助 けを必 要 と しな い ほど に純然 た る美 しさなので あ る。 『ね じの回 転』
G898)において、悪 の権化 と見 なされ る幽霊 一 ピー ター ・クイ ン トとジェ
スルー の容貌 もまた端正だ。 クイ ン トの幽霊 は、「俳優 のよ うに見え る感覚」
(TheTurnofthe.SCY2W24)を、 その 目撃者で あ る家 庭教師に抱かせ るので
あ り、 ジェスルの幽 霊の顔 は、「非常 に美 しい」 とか 「とて も、 とて も美 し
い」 とか 「驚 くほど美 しい」(TheTurnoftheScrew32)などと形容 され る。
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III.素人 「観相学者」 と してのニ ューマン
前述 のよ うに、 ニュ ーマ ンは、犯罪者 一 ベルガル ド夫人 とユ ルバ ンー の
顔を読む ことはで きないが、一般人 の顔 を読み解 くことはで きる。 ク レール
との結婚 相手 と して浮 上 して きた、 あ る貴族 の顔が ニ ュー マ ンの 目に は、
「非常 に愚 直 で、 あ る程度 の野蛮 さ と、過 去 にす ば らしい教 育の利点 を得 て
いそ うになか った ことを意味 していた(denoted)」(161)ように見 え る。 し
か し、 ニューマ ンの観相学 は、 ヴァランタンの顔 を見 ているときには、よ り
複雑 で高次の レヴ ェルにまで高 め られ る。 ニューマ ンは、 ヴ ァラ ンタ ンの顔
を見て い る と きに、 異人 種 間 の関係 を意 識 して しま う一 ...[T]herewas
somethinginhis[Valentin's]physiognomywhichseemedtocastasortofaerial
bridgeovertheimpassablegulfproducedbydifferenceofrace."(89)。この
引用文 において、注 目 してお きたいのは、ニ ューマ ンが ヴ ァランタンの顔を、
異 なる人種 を交流 させて くれ るための 「架 け橋」 に例 えていることで あ る。
ニューマ ンが抱 いた、 この印象 は、彼が初 めて ヴ ァランタ ンに会 った ときの
へ
印象で あるか ら、 ニューマ ンは、直感的 にヴ ァラ ンタ ンとの縁の強 さを感 じ
取 って いた ことになる。
異人種 の顔 のうちに、祖国的な要素を読 み取 ることは、 ニ ューマ ンの観相
学 的な才能 で あると言 うことがで きるか もしれないが、彼 のそのよ うな能力
は、結婚相手 と しての ク レールの顔 を見 る ときに も発揮 されて いる。母親譲
りの美 しさに恵まれたク レールの顔を見 たときに、彼 は、突然、ノスタル ジー
に襲 われ る一
Madame de  Cintre's face had, to Newman's eye, a range of expression as 
delightfully vast as the wind-streaked, cloud-flecked istance on a Western 
prairie. (120)
ニ ューマ ンの意 識の中で は、 クレールは、大草原 の風景 と して立 ち現れて
い る。 アメ リカの風景 を思 い起 こさせる、 ク レールの優 しい表情が、彼 にそ
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のよ うな幻想 を抱かせたよ うに思われ る。 リチ ャー ド・ポ ワ リエは、 この描
写に よって 、 「ク レールが一種 のア メ リカ人で ある」(Poirier65)ことが意味
されてい る と主張す るけれ ども、 ニ ューマ ンが このよ うに人間 の顔 と自,然風
景 との間 に相 同関係 を見 出 して い るこ とは、19世紀後半 の アメ リカにお け
る骨相学 の流行 と無 関係で はない ように思 われ る。 その当時のアメ リカで は、
優れ た歴史 的人物 の頭蓋骨 を分析 す る骨相学4が ナ ショナ リズムを台頭 させ
る引 き金 とな っていた。 そのよ うな社会状況の中で、 自然風景 を人間 の顔 に
見立 てる とい う思想 まで もが広 ま ってい った(Tichi23-40)。ニ ューマ ンが
ク レール の顔 か ら読 み取 った、 大 自然の イメー ジの中に も、観相学 的発想が
刷 り込 まれて いるのであ る。
顔や身体 か ら、ニ ューマ ンは、そ の人物の運命を も、無 意識 の うちに読 み
取 って しま う。 ヴァラ ンタ ンの顔 と身体 を見 るニューマ ンの視線 を追 ってみ
よ う。
He  [Valentin]  had  ... a moustache as delicate as that of a page in a ro-
mance. He resembled his sister not in feature, but in the expression of his 
clear bright eye, completely void of introspection, and in the way he 
smiled. The great point in his face was that it was intensely alive  — 
frankly, ardently, gallantly alive. The look of it was like a bell, of which 
the handle might have been in the young man's soul: at a touch of the 
handle it rang with a loud silver sound. There was something in his quick, 
light brown eye which assured you that he was not economizing his con-
sciousness. (90)
ヴ ァラ ンタ ンの 「口髭」 は、彼 の運命 を物語 る、一種 のテクス トで ある。彼
は、 ノェ ミをめ ぐって、恋敵 との決 闘に臨み、 その恋敵 の銃弾 に倒れ るとい
う、 「ロマ ンス小説」 のプ ロッ トを実践 す るよ うな死 に方 をす る ことにな る
か らであ る。 そのよ うな ヴァラ ンタンの 「ロマ ンス小説」 と して の 「口髭」
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とは逆 に、ニ ューマ ンの"moustache"(「口髭」、19)は、 「で しゃば りな役割
を果た していたのか もしれ ない」(19)髭、 っ ま り、 「で しゃば り」 とい う、
たた き上 げの実業家 の欠点 を示す記号 である。顔 の一部分 は、顔全体 の特徴
を示す。っ ま り、顔 の一部か ら、 その人物 の性格を割 り出す ことがで きると
い う理論 は、 「観 相 学 の 第 一原 理」 と呼 ば れ た("TheFirstPrincipleof
Physiognomy"[571-72])。それに、 ニューマ ンの目は、 「決 して ロマ ンスの主
人 公の輝 く目ではなか った」(18)のであ るか ら、彼 は、観相学 的 に、「ロマ
ンス」 の世界 か ら絞 め出 されてい るのであ る。 ヴァランタンとニ ュー マ ンと
の出会 いは、顔 とい う媒体 を介 して、 ロマ ンス とビジネス とい う異 な るジャ
ンルの対置 を浮か び上が らせ ているのである。 ニューマ ンは、 ヴ ァラ ンタン
の顔を 「鐘」 に例えて いるが、 この 「鐘」 という比喩表現 もまた、 ヴ ァラン
タ ンの性質 を巧みに捉え た表 現であ る。「鐘 」 の取 っ手 に触れ る、言 い換 え
れば、 ヴァラ ンタンの感 情を少 しで も刺激す るな らば、彼 は、す ぐに激情 に
駆 り立て られ るであ ろうとい う推 測を、 ニューマ ンは抱 いてい るのであ る。
ニ ュー マ ンの 目には、 ヴァラ ンタ ンの頭 が 「丸 い頭」(89)であ るよ うに見
えていたのであり、 ヴァランタンの表 情が元気に満ち溢れていたために、ニュー
マ ンは、 咄嗟 に、「鐘」 の比 喩を思 いっ いたのであ るだろ う。 ニ ュー マ ンが
ヴ ァラ ンタ ンの顔を見 る ことによ って思 いっ いた、 この 「鐘」 は、 このと き
の ニューマ ンにとって は、 ヴァランタ ンの若 さと生気 とを告 げて くれ る 「鐘」
で あるはずで ある。 しか し、 この 「鐘」 は、決闘で倒 れて死ぬ ヴァラ ンタ ン
の葬 儀の ときに鳴 り響 く 「鐘」 と して も解釈 で きる。 とい うの も、 激 しい情
熱 に駆 り立て られ るよ うな人物 であ ったか らこそ、 ヴァランタンは、 生か死
かのどち らかを選択 しな ければな らな い決闘 に臨んだのであ るか ら。
人物 の顔 を観察 す る素人 「観相学者」 としてのニューマ ンもまた、観察 の
視線 か ら逃れ る ことはで きない。 この物語 の語 り手 は、 ニューマ ンの身体 に
注 目す る。執拗 に、語 り手 は、 ニューマ ンのが っ しりとした身体 に注 目す る。
ニューマ ンが歩 く姿 は、「肉体 の偉大 な芸当」(17)と表現 されて いる。 また、
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彼が背筋 を伸 ば した姿 は、「行進す る精鋭 部隊の歩 兵」(18)のよ うに見え る
とい う。 彼 の首 も、 「筋骨 た くま しい首 」(18)なのだ。 「民族 の類型」(17)
を探求す る語 り手に とっては、ニ ュー マ ンは、肉体的に 「力強い アメ リカ人
の標本」(18)一観相学の理論 モ デル ー に過 ぎないのだ。
結 論
『アメ リカ人』 とい う小説 の中には、見 る者 として のニューマ ンと見 られ
る者 として のニ ューマ ンとが共存 して いる。
まず、 見 られる者 として のニューマ ンを振 り返 って お こう。 ニューマ ンの
顔 は、 エ ネルギ ッシュな ビジネスマ ンと しての生活状態 を示す記号であ った
し、彼 の前 頭部 もまた、 ビジネスマンと してのニューマ ンの計算高 い性 格 と
対応す るか のよ うに発達 して いた。彼 の顔 や頭部だ けではな くて肉体 もまた、
厳 しい経済競 争の中で勝 ち残 ってい く企業戦士 にふ さわ しい、た くましい身
体であり、頑丈 な身体 は優 れた ビジネスの才能を意味するという理屈が、ニュー
マ ンの顔 や身体 の観察 を通 して、成立 させ られている。 もっとも、 口髭 は、
彼ので しゃば りを意 味する負 の記号 ではあ ったが。
他 方、見 る者 としてのニューマ ンの場合 には、私 たちは、他者 の顔か ら内
面を読み取 ろ うと試 みる素人 「観相学者」 としてのニューマ ン像 を浮か び上
が らせた。
このよ うに観相学 の理論を体現す ると同時 に実行 に移 して いるニュー マン
は、 ベルガル ド親子の顔か ら彼 らを犯罪者 と して認識で きない。容貌 と精神
とが一致 しないタイプの犯罪者 に対 しては、容貌 と精神 とを対応 させ るニュー
マ ンの観相学 は、あ るいは、容貌 と精 神 とが対応 させ られてい るニ ューマ ン
の描写 に代表 され るよ うな観相学 の理論 は有効 性を喪失 す るのだ。 ベルガル
ド親子 は、人間だけで はな く、観相学の理論 を も殺害 してい るのであ る。 ジェ
イムズは、 このよ うに観相学 的モチー フを利用 す ることによ って、観相学の
矛盾点 をアイ ロニカルに暴 き立 ててい るのであ る。
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付記;本 論は、 日本英文学会第75回全国大会(2003年5月24日、会場:成 蹊大学)
における口頭発表原稿に加筆 ・修正を施 したものである。
Notes
1.富 山 太 佳 夫 氏 もま た、 次 の よ う に ラ ヴ ァー タ ー の影 響 力 を確 信 して い る一 「古 来
の 日常 的 な知 恵 と して の観 相 術 的 な顔 の と らえ方 が、 ラ フ ァー タ ー[ラ ヴ ァ ー ター]
の名 前 を伴 って 、 ヴ ィク ト リア 時 代 の イ ギ リス の風 土 に流 通 して い た こ と は間 違
いな いの で あ る」(富 山223)
2.興 味 深 い こ と に、 ス タ ン レ ー ・レナ ー は、 ジ ェ イ ム ズが ヨー ロ ッパ の著 名 な 小 説
家 た ち 一 チ ャー ル ズ ・デ ィケ ンズ、 ヘ ン リー ・フ ィー ル デ ィ ング、 ブ ロ ン テ姉 妹 、
オ ノ レ ・ド ・バ ル ザ ック、 ギ ュス タ ー ヴ ・フ ロ ーベ ー ル な ど一 の作 品 を読 む こ と
に よ って 、 観 相 学 の知 識 を獲 得 して い た の で は な い か と指 摘 す る(Renner228;
232)oRenner,"'RedHair,veryred,close-curling':SexualHysteria,Physiognomical
Bogeymen,andthe'Ghosts'inTheTurnoftheScrew.11を参 照 。
3.「[19世紀 後 半 で は]犯 罪 者 や患 者 は何 よ り も異 貌 を もっ もの と して イ メ ー ジされ 、
逆 に異 貌 を もっ者 は犯 罪 者 や 患 者 で はな い か と疑 わ れか ね な い と い う こ とで あ る」
(富山228)と い う興 味 深 い 見 解 も あ る。
4.山 崎 カ ヲル に よ れ ば 、 骨 相 学 は、 「19世紀 に お いて は、 観 相 学 と分 か ちが た く結
びっ いて も い た。 骨 相 学 は脳 の諸 部 分 と精 神 の 諸 機 能 と の対 応 を主 張 した が 、 そ
れ と同 時 に、 頭 蓋 骨 の形 状 に よ って どの よ うな 機 能 が 発 達 あ る い は未 発 達 で あ る
か を 決 定 す る理 論 と して も流通 し たの で あ り、 観 相 学 が 利 用 した の は、 この 後者
の 部 分 で あ った 」(山 崎56)。
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